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　サッカーとの出会い

　「なぁマサ、おれらと一緒にサッカーやろうぜ」
　野球部に所属していた私に、暇さえあればサッカー部の同級
生が声をかけてくる。
　「あー、考えておくよ」

　私は 1955 年の 1 月 1 日、甲府盆地の中央部に位置する山
梨県笛吹市で生を受けた。幼少時代は自然豊かな笛吹市で、誰
もがそうであったように日が傾くまで外で遊んだ。スポーツと
の出会いは笛吹市御坂西小学校の 5 年から始めたソフトボー
ルである。
　「向かいの家が、御坂中学の野球部のエースで、よくキャッ
チボールをしてくれた」
　近所にも野球をしている友だちが多く、家に帰ると年上のお
兄さんたちとキャッチボールをするのが日課だった。慣れてく
るとだんだんと球のスピードが速くなる。そんな環境で育ち
“ 巨人・大鵬・卵焼 ” と言われていた時代、例外に漏れず長嶋
茂雄 1）に熱狂した。
　御坂中学に入学する際には、迷わず野球部の門を叩いた。打
つ方はあまり得意とは言えず、打順は7番辺り。しかしポジショ

1）長嶋茂雄。1936 年、千葉県出身。読売ジャイアンツ終身名誉監督。1958
年に入団以来、1974 年の引退まで巨人軍一筋のスーパースター。首位打者 6
回、本塁打王 2 回、打点王 5 回、最多安打 10 回。巨人軍監督として日本一 2 回、
リーグ優勝 5 回。愛称は “ ミスター ”。
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ンは誰が何と言おうが、長嶋と同じサードを守った。
　そんな 2 年生も終わるころ、教室の外に見覚えのある先輩
の姿があった。
　「政

まさかず

一、ちょっといいか？」
　サッカー部の先輩たちだ。
　「お前、サッカーやらないか？」
　これまでも同級生には何度も声をかけられていたが、ついに
上級生からのお誘いである。
　せっかく野球部で、あこがれの長嶋と同じサードを守り、あ
とはバッティングだけだと、日々素振りに精をだし、特訓を受
けていたころに突然の誘いだった。
　思えば中学に入り、練習もしていないわりには、体育のサッ
カーでは目立ったプレーをしていたようだ。
　「ちょっと考えさせてください」
　確かに授業でのサッカーは楽しかった。そして紆余曲折は
あったが、3 年生の新学期からサッカー部に籍を置くことに
なった。
　御坂中学のサッカー部は、私が 2 年生のときに山梨県大会
で優勝している強豪である。
　移ったからには結果を残さなければ、野球部の仲間たちに顔
向けができない。体育の授業で少しくらい上手いといってもそ
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こは素人。3 年生といえども練習は、新入部員の 1 年と同じ基
礎からである。
　それでも夏休みになるころにはゲームにでるようになり、県
大会ではベスト 4 に貢献した。
　初めてのゲームではインナー 2）をやった。どちらかという
と攻撃に参加するポジョンで、実際に試合で得点したことも
あった。
　当時は WM という、バックスが 3 人でボランチが 2 人、ハー
フが 2 人でフォワードが 3 人というシステムが一般的だった。
意味合いは少し違うが、今でいう 3-4-3 のようなフォーメー
ションである。
　

本格的にサッカーを始める

　高校はサッカーのできる山梨県立石和高校に決めた。石和高
校は当時、県大会で常にベスト 4 に入るチームだった。しか
し、入学してみると顧問の先生は県立日川高校に転勤しており、
サッカー部に指導者はいなかった。OB が来て指導するか、3
年生キャプテンがトレーニングメニューを決めることが多かっ

2）インナー。フォワードの横のポジション。今でいうセカンドトップ。




